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１０月からの地域包括支援センター、在宅介護支援センター

　各地域包括支援センター、在宅介護支援センターでは、
相談に応じられる体制をとっています。

　
　

月
１
日
か
ら
、
市
内
３
カ

１０
所
目
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
い
な
ぎ
正
吉
苑
を
増
設

し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
の
保
健
医
療
の
向
上

及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
等
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
の
３
職
種

が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
た
め
、
介
護
予
防
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
適
切
な

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
な
げ
ま
す
。

②
総
合
相
談
支
援
＝
高
齢
の
方

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を

把
握
し
、
地
域
の
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
や
関
係
機
関
・
制
度
の
利

用
に
つ
な
げ
る
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

③
権
利
擁
護
＝
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
や
成
年
後
見
制
度
の

活
用
促
進
、
高
齢
者
虐
待
の
防

止
や
対
応
な
ど
、
高
齢
の
方
の

生
活
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

④
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
＝
多
様
な
職
種

や
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
個
々
の
高

齢
の
方
の
状
況
や
変
化
に
応
じ

た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
支
援
を
行

　

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
高
齢

に
よ
る
衰
弱
や
転
倒
・
骨
折
、

関
節
疾
患
な
ど
、
不
活
発
な
生

活
に
よ
る
生
活
機
能
の
低
下
が

原
因
で
要
介
護
状
態
と
な
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
心
身

の
機
能
は
使
わ
な
け
れ
ば
低
下

し
て
い
き
ま
す
。

　

元
気
な
方
が
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
今
、

介
護
が
必
要
な
方
も
、
で
き
る

　

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
老
化
の
サ
イ

ン
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
早
め

に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
の
項
目
に
心
当
た
り
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

○
転
倒
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
こ
の
１
年
間
に
転
ん

だ
り
、
段
差
に
つ
ま
ず
き
や
す

く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
低
栄
養
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
や
卵
、

乳
製
品
）
が
不
足
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

○
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
外
出
頻
度
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
友
人
や
近

所
の
人
と
話
す
機
会
が
減
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

○
物
忘
れ
が
増
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
何
か
を
し
ま
っ
た
場
所
を

忘
れ
た
り
、
お
金
の
管
理
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

○
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
虫
歯
や
歯
周
病
、
入

れ
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
や
歯
み
が
き

は
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
か
。

　

気
に
な
る
項
目
が
あ
る
方
は
、

さ
っ
そ
く
介
護
予
防
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当

す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数

（　

歳
以
上
の
高
齢
者
）３
千
〜

６５６
千
人
に
１
カ
所
と
い
う
基
準

で
、
市
は　

年
４
月
に
２
カ
所

１８

（
い
な
ぎ
苑
・
ひ
ら
お
苑
）設
置

し
て
、
開
始
し
ま
し
た
。
今
回

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

　

月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

１０タ
ー
を
１
カ
所
増
設
す
る
た
め
、

公
募
・
選
定
会
を
開
催
し
、
決

定
し
ま
し
た
。
増
設
後
の
各
支

援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
地
区
は
左

図
・
左
下
表
の
と
お
り
で
す
。

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

主
な
役
割 

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
＝
特
定
高
齢
者
（
生
活
機
能

が
低
下
し
て
い
る
高
齢
の
方
）

 
早
期
発
見
で
介
護
予
防

い
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
「
要
支
援
Ⅰ
」

「
要
支
援
Ⅱ
」
の
認
定
を
受
け

た
方
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

「「
介
護
予
防
」
で

介
護
予
防
」
で

自
分
ら
し
く

 

自
分
ら
し
く
、、

イ
キ
イ
キ
生
活

イ
キ
イ
キ
生
活

だ
け
機
能
の
維
持
・
改
善
が
で

き
る
よ
う
に
日
常
生
活
を
活
発

に
す
る
こ
と
が
、
介
護
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
は
、
特
別
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
で

き
る
こ
と
の
範
囲
を
広
げ
た
り
、

生
き
が
い
や
目
標
を
持
っ
て
、

前
向
き
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
、

す
な
わ
ち
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
そ
の
も
の
で
す
。

地域包括支援センターの担当地区など

電話番号所在地担当地区名称

1３７９－５５００百村２５５東長沼・大丸・百村
①稲城市地域包括支援センター
　いなぎ苑

1３３１－５６６６平尾２－４９－２０
坂浜・平尾
向陽台・長峰・若葉台

②稲城市地域包括支援センター
　ひらお苑

1３３１－２００５平尾１１２７－１矢野口・押立
③稲城市地域包括支援センター
　いなぎ正吉苑（新設）

在宅介護支援センターの担当地区など

電話番号所在地担当地区名称

1３３１－６６０１若葉台３－７－１
坂浜・平尾
向陽台・長峰・若葉台

④稲城在宅介護支援センター

※在宅介護支援センターは、高齢者の総合相談機関です。担当地区を地域包括支援センターと連携
しながら活動します。

　

月
１
日
か
ら
増
設
し
ま
す

１０
地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

▽▽
問問
いい
合合
わわ
せせ

高高
齢齢
福福
祉祉
課課
地地
域域
支支
援援
係係

　６５歳以上の方（要支援・要介護認定を受けている方を除く）を対象に、生活機
能評価の健診を実施します。この健診は加齢に伴う生活機能低下の有無を確認
するためのもので、各医療保険者による特定健診や後期高齢医療健診などと同
時に実施されます。
　自分で気づきにくい虚弱や閉じこもりなど、これからこうした症状になりや
すい危険性を早期に発見するために、ぜひこの機会に受診しましょう。

▽実施内容　下表のとおり

生活機能評価の実施内容

受診方法実施期間対象

各医療保険者が送付する健診案内に生
活機能評価健診用紙が同封されていま
す。生活機能評価健診用紙の太枠内の
各項目について記入していただき、特
定健診または後期高齢医療健診を受診
する際にあわせて医療機関へ持参して
ください。

８月１日～１０月３１日
６５歳～７４歳までの国民健康保険
に加入している特定健診対象者

９月１日～２１年３月３１日
７５歳以上の後期高齢者医療制度
に加入している後期高齢医療健
診対象者

８月１日～２１年３月３１日医療保険未加入の方

生活機能評価健診用紙のみを送付しま
す。必要個所を記入して、同封の返信
用封筒で市に返送してください。

１１月１日～２１年３月３１日
その他（社会保険加入者など）、
６５歳以上の対象者

実施します 生活機能評価 実施します　生活機能評価



２０・９・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

　

事
業
に
参
加
す
る
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も
介

護
予
防
の
意
識
を
持
っ
て
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

要
介
護
状
態
に
な
る
大
き
な

要
因
で
あ
る
転
倒
を
予
防
す
る

た
め
に
、
簡
単
に
取
り
組
め
る

下
肢
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

紹
介
し
ま
す
。

　

適
当
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と

で
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
筋
力

を
維
持
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
続
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

○ 
大  
腿 
四
頭
筋

だ
い 
た
い

（ 
膝 
を
伸
ば
す

ひ
ざ

働
き
）　

い
す
の
背
も
た
れ
に

つ
か
ま
っ
て
立
ち
ま
す
。
膝
を

　

度
程
度
、
軽
く
曲
げ
て
ゆ
っ

４５く
り
戻
し
ま
す
。
腰
を
落
と
す

と
き
は
、
膝
が
内
側
に
入
っ
た

り
外
股

に
な
ら

な
い
よ

う
気
を

つ
け
て

行
い
ま

し
ょ
う
。

○ 
大  
殿  
筋 
（
股
関
節
を
伸
ば
す

だ
い 
で
ん 
き
ん

働
き
）　

い
す
の
背
も
た
れ
に

つ
か
ま
っ
て
立
ち
ま
す
。
一
歩

後
ろ
に
下
が
っ
て
前
傾
姿
勢
に

な
っ
た

と
こ
ろ

か
ら
、

片
方
の

脚
を
体

と
真
っ

す
ぐ
に
な
る
ま
で
持
ち
上
げ
ま

す
。
腰
を
そ
ら
せ
た
り
す
る
と

腰
痛
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

○ 
下  
腿 
三
頭
筋
（

か 

た
い

 
踵 
を
持
ち
上

か
か
と

げ
る
働
き
）　

大
殿
筋
と
同
じ

よ
う
に
い
す
に
つ
か
ま
っ
て
立

ち
ま
す
。
踵
を
上
げ
て
、
爪
先

立
ち
に

な
り
ま

す
。
ゆ

っ
く
り

踵
を
下

ろ
し
ま

す
。

　
　

回
１
セ
ッ
ト
か
ら
始
め
、

１０
３
セ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
行
う
と
、
自
分
の

体
重
だ
け
で
も
し
っ
か
り
負
荷

が
か
か
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
運

▽
実
施
場
所　

ヒ
ル
ト
ッ
プ
ロ

マ
ン
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
松
葉

　

必
要
な
方
に
は
送
迎
も
行
い

ま
す
。
機
械
を
使
っ
て
安
全
な

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
週
２
回
、
全　

回
の
コ
ー

２８

ス
で
す
。
保
険
料（
１
千　

円
）

３００

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
は　

年
９
月
か
ら
始
ま
り
、

１９

現
在
２
７
０
人
を
超
え
る
方
が

登
録
し
て
、
市
内
の
受
け
入
れ

機
関
な
ど（
左
表
）で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

年
度
に　

回
以
上
介
護
支

１９

１０

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

た
方
は
１
５
０
人
で
、
「
張
り

合
い
や
励
み
に
な
る
」
「
元
気

な
う
ち
は
続
け
た
い
」
な
ど
の

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
ご
参

６５
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

スタート記念スタート記念
プレミアムグッズプレミアムグッズ

プレゼントプレゼント
　１９年度に介護支援ボランティア活動
の実績があり、７月３１日までに１０００ポ
イント以上を獲得した方全員へプロサ
ッカーＪ１チーム「東京ヴェルディ」
（株）日本テレビフットボールクラブの
協賛によりプレミアムグッズ（応援グ
ッズ・歩数計）をお届けしています。
　また、５０００ポイントを獲得したご本
人とご家族（合わせて４人まで）を味の
素スタジアムで行われる東京ヴェルデ
ィサッカー観戦にご招待します（観戦
日は後日お知らせします）。

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
事
業

▽▽
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

比
較
的
お
元
気
な
方
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
セ
ラ
バ
ン
ド
を

使
用
し
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
中
心
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
バ

ラ
ン
ス
運
動
な
ど
を
行
い
、
転

倒
し
に
く
い
体
作
り
を
行
い
ま

す
。
週
１
回
、
全　

回
の
コ
ー

１０

ス
で
す
。

◆
各
事
業
の
申
し
込
み

　

高
齢
福
祉
課
に
直
接
窓
口
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
を
行
う

と
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
、
状
態
を
確
認
す
る
た

め
に
訪
問
し
た
後
、
申
請
書
の

提
出
を
行
い
ま
す
（
転
倒
骨
折

予
防
教
室
を
除
く
）
。
ま
た
、

生
活
機
能
評
価
の
結
果
に
よ
り
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
事
業
の
案
内
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
と
合
わ
せ
て
行
う

生
活
機
能
評
価
の
結
果
で
リ
ス

ク
を
把
握
す
る
の
で
、
健
康
診

断
は
、ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
介
護
予
防
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
の
方

が
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
地
域
貢
献
や
社
会

参
加
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
よ

り
元
気
に
、
そ
し
て
い
き
い
き

と
し
た
地
域
社
会
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
施
設
な
ど
で
行
わ
れ

る
介
護
保
険
事
業
に
関
す
る
活

動
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
と
し
て
適
切
な
も
の
な
ど

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
代
替
で
は

な
い
こ
と
）
で
す
。
受
け
入
れ

機
関
な
ど
の
申
請
に
基
づ
き
市

長
が
指
定
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６５

（
市
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険

者
）
で
、
稲
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
登
録
さ
れ
た
方
。
ま
た

交
付
金
の
交
付
時
に
介
護
保
険

料
の
滞
納
な
ど
が
な
い
方
が
対

象
で
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
、「
健

康
に
心
配
な
し（
梨
）手
帳
」
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
帳

は
年
度
ご
と
（
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
）
で
切
り
替
え
に
な

り
ま
す
。　

年
度
は
緑
色
の
手

２０

帳
で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の

加
入
（
掛
け
金
年
間　

円
。
自

３００

己
負
担
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

　

市
で
は
、
介
護
予
防
が
必
要

な
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
事

業
を
各
種
用
意
し
て
い
ま
す
。

特特
定定
高高
齢齢
者者
（（
生生
活活
機機

能能
評評
価価
でで
リリ
スス
クク
のの
高高

いい
方方
））
向向
けけ
事事
業業

一一
般般
高高
齢齢
者者
（（
生生
活活
機機

能能
評評
価価
でで
リリ
スス
クク
がが
多多

少少
ああ
るる
方方
））
向向
けけ
事事
業業

介護支援ボランティア受け入れ機関など（１５カ所）

主な活動地域受け入れ機関など

市内全域稲城市（介護予防事業）

市内全域稲城市社会福祉協議会

東長沼ペアウェル多摩川

矢野口ほかＮＰＯ法人支え合う会みのり

平尾ベストライフたま

平尾ひらお苑

矢野口ハーモニー松葉

百村、東長沼いなぎ苑

平尾いなぎ正吉苑

向陽台、平尾ＮＰＯ法人
ＮＰＯふれあい広場ポーポーの木

若葉台ヒルトップロマン

東長沼桜湯園稲城

市内全域稲城市赤十字奉仕団

坂浜ＮＰＯ法人はじめのいっぽ

向陽台アクアメイト稲城通所介護事業所

先
の
相
談
・
紹
介
を
受
け
、
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
す
。

③
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
い

ま
す

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

ら
、
活
動
し
た
施
設
や
行
事
の

主
催
者
に
手
帳
を
提
示
し
、
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す
。

④
昨
年
度
に
集
め
た
ス
タ
ン
プ

数
に
応
じ
た
評
価
ポ
イ
ン
ト
を

も
ら
い
ま
す

　

昨
年
度
の
手
帳
を
稲
城
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
提
示
し
、
評

価
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
す（
主

に
４
月
中
。
以
降
随
時
受
付
）。

⑤
評
価
ポ
イ
ン
ト
活
用
の
申
し

出
　

評
価
ポ
イ
ン
ト
の
現
金
化
を

高
齢
福
祉
課
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
昨
年
度
の
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
７
月
以
降
随
時

受
付
）
。

※
市
の
介
護
保
険
料
の
未
納
・

滞
納
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。

⑥
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
た
金
額
が

振
り
込
ま
れ
ま
す
（
８
月
以
降

順
次
）

　

評
価
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て

現
金（
年
間
最
大
５
千
円
）が
指

定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
の
介

護
保
険
料
の
支
払
い
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
お
預
か
り
し
た
手
帳
と
振
込

日
や
振
込
額
の
お
知
ら
せ
が
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
届
き
ま
す
。

通
所
型
介
護
予
防
事
業

▽
実
施
場
所

①
い
な
ぎ
苑
、
正
吉
苑

　

送
迎
付
き
で
、
閉
じ
こ
も
り

を
予
防
し
ま
す
。
週
１
回
、
６

カ
月
間
の
コ
ー
ス
で
す
。
昼
食

代
が
別
途
必
要
で
す
。

②
ア
ク
ア
メ
イ
ト
稲
城

　

プ
ー
ル
を
利
用
し
て
運
動
を

行
い
ま
す
。
週
１
回
、
６
カ
月

間
の
コ
ー
ス
で
す
。
必
要
な
方

に
は
送
迎
も
行
い
ま
す
。
開
始

時
期
は
４
月
、　

月
で
す
。

１０

③
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー
モ
ニ

認
知
症
予
防
事
業（
物
忘
れ
予
防
）

▽
実
施
場
所　

平
尾
小
学
校（
か

が
や
き
倶
楽
部
）
、
リ
ベ
レ
向

陽
台（
ポ
ー
ポ
ー
の
木
）

　

自
力
で
通
う
こ
と
が
で
き
る

方
向
け
の
事
業
で
す
。
物
忘
れ

を
予
防
す
る
た
め
に
手
作
業
や

調
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。
合
わ

せ
て
体
操
や
、
口
腔
機
能
の
向

上
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
行
い
ま

す
。
週
１
回
、
６
カ
月
間
の
コ

ー
ス
で
す
。

地
域
展
開
型
転
倒
骨
折
予
防
教
室

ー
松
葉
、
押
立
の
家

　

自
力
で
通
う
こ
と
が
で
き
る

方
向
け
の
事
業
で
す
。
運
動
器

の
機
能
向
上
を
基
本
に
、
口
腔

機
能
の
向
上
、
低
栄
養
・
尿
失

禁
予
防
を
総
合
的
に
図
り
ま
す
。

週
１
回
、
６
カ
月
間
の
コ
ー
ス

で
す
。

④
市
が
指
定
す
る
接
骨
院
（
接

骨
師
会
）

　

自
力
で
通
う
こ
と
が
で
き
る

方
向
け
の
事
業
で
す
。
接
骨
師

が
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い

ま
す
。
週
２
回
、
全　

回
の
コ

２４

ー
ス
で
す
。

　
　

年
度
、
地
域
で
の
転
倒
骨

２０
折
予
防
教
室
を
３
グ
ル
ー
プ
予

定
し
て
い
ま
す
。
各
地
域
で　
１５

人
程
度
の
人
数
が
集
ま
り
、
会

場
・
日
程
を
決
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
講
師
を
派
遣
し
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
う
教
室
と
同
様

に
、
測
定
も
含
め
た
週
１
回
、

全　

回
の
コ
ー
ス
を
受
け
る
こ

１０
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
高

齢
福
祉
課
地
域
支
援
係
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

動
も
①
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち

で
②
息
を
こ
ら
え
ず
③
ゆ
っ
く

り
行
う
④
動
か
し
て
い
る
筋
肉

を
意
識
し
て
⑤
痛
み
が
あ
る
時

な
ど
は
無
理
を
し
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。

転
倒
骨
折
予
防
教
室

転
倒
骨
折
予
防
教
室

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

自
宅
で
も

自
宅
で
も

介
護
予
防
を

介
護
予
防
を

介護支援介護支援
ボランティアで　ボランティアで

元気の輪を広げよう元気の輪を広げよう

▽▽問問いい合合わわせせ 高高齢齢福福祉祉課課介介護護保保険険係係

介介
護護
支支
援援
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ

アア
制制
度度
とと
はは

目目
的的

対対
象象

制制
度度
のの
流流
れれ

　

高
齢
の
方
が
左
表
の
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
機

関
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
た
場
合
、
活
動
実
績
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
、

こ
れ
に
対
し
て
交
付
金
（
年
間

最
大
５
千
円
）
を
交
付
す
る
制

度
で
す
。

▲
プ
レ
ミ
ア
ム
グ
ッ
ズ
贈
呈
式
の

様
子

筋
力
向
上ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

▲大腿四頭筋▲大殿筋

▲下腿三頭筋

対対
象象
のの
介介
護護
支支
援援
ボボ
ララ

ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動


